
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館通信 令 和  ５ 年  ６ 月  

 

石川県立盲学校図書室 

あたらしく入った本  

『エリック・カールの

えいごがいっぱい』  

絵 本 『 は ら ぺ こ あ おむ し 』 で

有 名 な 、 ア メ リ カ を 代 表 す

る 絵 本 作 家 エ リ ッ ク ・ カ ー

ル 。  

そ の あ ざ や か な 絵 を ふ ん だ

ん に つ か っ て 構 成 し た 、 英

単 語 を学 べる絵 本 。  

こ れ ま で 作 者 が コ ラ ー ジ ュ

で 描 い て き た 動 物 、 虫 、 食

べもの 、 乗 り物 など 、 さ まざ

まなイラストが 2 0 0 以 上 収

録 されています 。  

『冒 険 の書 AI 時 代

のアンラーニング』  

「 私 た ち は な ぜ 勉 強 し な き

ゃいけないの？ 」  

「 好 き な こ と だ け し て ち ゃ ダ

メですか？ 」  

「 自 分 らしく生 きるにはどう

すればいいの？ 」  

「 世 界 を 少 し で も 良 く す る

方 法 は？ 」  

数 々の問 いを胸 に 「 冒 険 の

書 」 を 手 に し た 「 僕 」 は 、 時

空 を 超 え て 偉 人 た ち と 出

会 う旅 に出 ます 。  

『 ノ ラ ネ コぐんだん  

アイスのくに』  

「 ニ ャ ー  ア イ ス  た べ た い

ね 」 と 、 ア イ スク リー ムパーラ

ー を の ぞ く ノ ラ ネ コ ぐ ん だ

ん 。  

ア イ ス が 入 っ て い た 空 っ ぽ

の缶 を発 見 して… 。  

まさか ! ?の感 動 の展 開 に 、

最 高 傑 作 と の 呼 び 声 も 高

いシリーズ第 6 弾 。  

『けんかのたね』  

ある日 の夕 方 、家 の中 は大

さ わ ぎ 。 い ぬ は 、 ね こ を お い

まわし 、 4 人 きょうだいは大

げんか 。 わ けをきいて も 、 口

ぐ ち に 、 自 分 の せ い じ ゃ な

い !というばかり 。 い ったい 、

なにがあ ったの ?  仲 なお り

できるの ⁈  いいわけをする

子 どもたちと 、いいわけので

き な い い ぬ と ね こ 、 そ し て 、

いいわけをしなかったねずみ

の、たのしい絵 童 話 。  
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図書委員が今年度来られた先生方におすすめの本を聞

きました！図書室に本と一緒に展示しているので、ぜひ

手に取ってみてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新任の先生おすすめ本  

『モモ』  

人 生 で大 事 なことは何 かを考 えさせられる。ずっ

と読 みたかったけど読 めず、数 年 前 にやっと読

むことができました。今 、また読 みたい！何 度 も

読 み返 してみたい本 です。      

『もうじきたべられるぼく』  

食 べものに感 謝 するだけでなく、自 分 の命 も大

切 にしようと思 える作 品 で、優 しくて温 かみのあ

るイラストで描 かれています。命 の大 切 さを考 え

るきっかけを与 えてくれる絵 本 です。   

       

『手 紙 屋  蛍 雪 篇  私 の受 験 勉 強 を変 えた十 通

の手 紙 』  

「なぜ勉 強 するのか」その答 えが見 つかるかもし

れない本 です。読 みやすくすらすら読 める文 章 な

のでぜひ手 に取 ってほしいです。読 み始 めたら一

気 に読 めて、読 み進 めるほどもやっとしていたも

のがすっきりしていく感 じがします。   

        

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本全国の野山を駆け巡り、集めた標本は 40 万点 。数

多 くの新種を発見し、命名 した植物は１５００種類以上 。

彼の波乱万丈な人生を読んで体感 しませんか。植物に関

する本も展示 しています。  

 

 

 

牧野
ま き の

富
とみ

太郎
た ろ う

ってどんな人？ 

『裏 庭 』  

小 学 生 の時 に読 んで、衝 撃 を受 けたファンタジ

ー要 素 のある小 説 です。主 人 公 ・照 美 が自 分 の

「傷 」と向 き合 い、成 長 していく物 語 です。  

『めっきらもっきら  どおんどん』  

子 どもの頃 に読 み、その想 像 力 を飛 び越 えた不

思 議 な世 界 と躍 動 感 ある絵 が今 でも心 に残 っ

ているからです。   

『人 間 だもの』  

悩 んだ時 に前 向 きな気 持 ちになれるステキな言

葉 は、いくつになっても心 に響 きます。嬉 しいこ

とも嫌 なこともいろいろあるよね、にんげんだも

の。  


